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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年5月15日(2008.5.15)

【公開番号】特開2006-299117(P2006-299117A)
【公開日】平成18年11月2日(2006.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2006-043
【出願番号】特願2005-123900(P2005-123900)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/40     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｃ０８Ｆ 220/40    　　　　
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月28日(2008.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　中でも、特に、重合後の印字を硬くして、耐擦過性を向上することを考慮すると、アク
リル酸、メタクリル酸やそれらの塩もしくはエステル等の、各種（メタ）アクリレートモ
ノマーが好ましい。その具体的化合物としては、例えば下記の各種化合物が挙げられる。
　イソアミルアクリレート、ステアリルアクリレート、ラウリルアクリレート、オクチル
アクリレート、デシルアクリレート、イソミリスチルアクリレート、イソステアリルアク
リレート、２－エチルヘキシル－ジグリコールアクリレート、２－ヒドロキシブチルアク
リレート、２－アクリロイロキシエチルヘキサヒドロフタル酸、ブトキシエチルアクリレ
ート、エトキシジエチレングリコールアクリレート、メトキシジエチレングリコールアク
リレート、メトキシポリエチレングリコールアクリレート、メトキシプロピレングリコー
ルアクリレート、フェノキシエチルアクリレート、テトラヒドロフルフリルアクリレート
、イソボルニルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシプロ
ピルアクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルアクリレート、２－アクリ
ロイロキシエチルコハク酸、２－アクリロイロキシエチルフタル酸、２－アクリロイロキ
シエチル－２－ヒドロキシエチル－フタル酸、ラクトン変性可とう性アクリレート、ｔ－
ブチルシクロヘキシルアクリレート、ジシクロペンタニルアクリレート、ジシクロペンタ
ニルメタクリレート、ジシクロペンテニルオキシエチルメタクリレート、イソボニルアク
リレート等の単官能モノマー類。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
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　トリメチロールプロパントリアクリレート、ＥＯ変性トリメチロールプロパントリアク
リレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリ
レート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラ
アクリレート、グリセリンプロポキシトリアクリレート、カプロラクトン変性トリメチロ
ールプロパントリアクリレート、ペンタエリスリトールエトキシテトラアクリレート、カ
プロラクタム変性ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート等の３官能以上の多官能モ
ノマー類。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　このうち、単官能モノマーは、硬化時の収縮率を下げる効果が大きく、また低粘度であ
るため、インクジェット記録時の吐出安定性が得られやすい。また、２官能モノマーは、
被印字体への接着性を向上できる他、重合開始時の感度が良好であり、より少ない光照射
で重合反応を開始することができる。さらに、３官能以上の多官能モノマーは、重合開始
時の感度がさらに良好である上、重合体に架橋構造を導入して印字の強度を向上させるこ
とができる。(c)の光重合性化合物は、上記例示のものをいずれか１種、単独で使用して
もよいし、２種以上を併用することもできる。
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